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Synopsis

 Biological exploration on the Yaeyama islands (Ishigaki Is. and Iriomote Is.) was carried out from March  1st to the 6th 

in 2011 in order to better understand the biodiversity of Japan. These areas are known for being the habitation for many 

endemic species and subspecies which are characterized by a unique subtropics. The present exploration recorded 3 

species in total, including 3 families of amphibians, 6 families and 8 species of reptiles, 22 families and 42 species of birds, 2 

families and 2 species of mammals. Within these species, there were 2 kinds of natural treasures of Japan.
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1.は じめ に

沖縄県の琉球列島に属する八重 山諸 島は、それ

ぞれが周 りを海に囲まれてお り島ごとに少 しずつ

異なった生物相 をしている。さらに、地理的 には

本州 より台湾に近 く温暖な気候であ り、 トカラ海

峡にある渡瀬線 を挟 んで本州の生物相 とは異なっ

た独 自の生物相 を形成 してお り1)、八重山諸島に

のみに生息する固有種や亜種が多い。 しか し、近

年、人間活動に伴 う環境変化、有害生物駆除のた

めに持 ち込まれた外来生物やペ ッ トによって様 々

な影響 を受けている。

今 回の調査 は近畿大学農学部環境管理学科環境

生態学研究室や里山修復 プロジェク トの生態調査

班に所属す るメンバーを中心 に沖縄県の八重山諸

島(石 垣 島、西表島な ど)で 行 った。本報 では、

今 回の調査(2011年3月1日 ～3月6日 の6日

間)で 確認 された両生類、爬虫類、鳥類、哺乳類

について報告する。

2.調 査地および調査方法

今 回の調査 は2011年3月1日 ～3月6日 の6

日間、石垣島、西表島、竹富島、黒島で行 った。
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図1.2011年3月1日 ～6日 の 調 査 地

3月1日 は竹富島で、3月2日 は黒 島お よび、石

垣 島(名 蔵 ダム、嵩田周辺)で 、3月3日 ～5日

は西表島で、3月6日 は西表島(船 浦、南風見田、

古見、 白浜)、 石垣 島(名 蔵 ダム、嵩 田周辺)で

調査 を行 った。各調査地の詳細 は図1の とお りで

ある。また、今回の調査期間の天候は表1の とお

りであった。

表1.調 査地期間中の天候

日程 調査地 天候 日中の気温

2011.3ユ 竹富島 雨 21℃

2011.3.2 黒 島、石 垣 島 曇り 17℃

2011.3.3 西表島 曇り時々雨 19℃

2011.3.4 西表島 曇り時々雨

2011.3.5 西表島 晴れ

2011.3.6 西表島、石垣島 曇り /

調査方法は、各動物 ともライン(ル ー ト)セ ン

サス法で、姿や声 を種 ごとに重複を避けて記録 し

た。 また、この調査方法以外 で確認 された種 も合

わせて報告す る。結果 は目撃 日、 目撃場所 、個体

数、性別(雌 雄の判別が出来る場合のみ)の 順で

示 した。

目撃 日に関 しては、月をローマ数字、 日を算用

数字で示 した。

種の同定や学名の表記には、両生類、爬虫類は

「決定版 日本 の両生爬虫類」2)、「山渓ハ ンデ ィ図

鑑」3)4)、「日本 の爬 虫類 ・両生類飼 育図鑑」5)、

鳥類 は 「日本の野鳥590」6)、 哺乳類 は 「日本 の

哺乳類」7)を 使用 した。

3.調 査結果

今 回の調査では両生類3科3種 、爬 虫類6科8

種、鳥類22科42種 、哺乳類2科2種 が確認 され

た。その中には国指定天然記念物のキシノウエ ト

カゲやカンムリワシ、固有種 のヤエヤマアオガエ

ルやサキシマハブ、固有亜種のサキシママ ダラな

どが確認 された8)。 また、1971年 以降琉球列 島

で記録 されだ したオガサワラヤモ リや人為的分布

とされ るブラー ミニメ クラヘ ビな どが記録 され

た。2010年 の3月 と今 回(2011年3月)の 調査

で記録 された生物の リス トを付表1と 付表2に 示

した。

図版の写真の撮影者 は次の ように()内 に略

号で示 した。今井忍(SI)、 藤野恵佳(AH)、 片

山涼子(RK)。

1.両 生 類

両 生 綱Amphibia

無 尾 目Anura

ア オ ガ エ ル 科Rhacophoridae

1.ヤ エ ヤ マ ア オ ガ エ ル

月んacoρ んorusol〃sオoη'(図 版A-1、A-2)

日本 固 有 種

(皿 一3西 表 島船 浦 ♂1鳴 き声)(皿 一4西 表 島
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南風見田1)(皿 一5西 表島船浦 幼生20以 上) カ ナ ヘ ビ 科Lacertidae

ジム グ リガエル科Microhylidae

2.ヒ メ ア マ ガ エ ル

M'croんy'aoma古a(図 版B-1、B-2)

(皿 一3西 表 島 美 原 幼 生20以 上)(皿 一3西

表 島 船 浦 幼 生20以 上)(皿 一4西 表 島 南 風 見

田 卵 塊)(皿 一4西 表 島 南 風 見 田 成 体5)

5.サ キシマカナヘビ

7看kydroη?乙1sdorsa〃s

日本固有種

腰 の高 さぐらいの草の上や地面で 日光浴 中の もの

を観察 した。

(皿一5西 表島白浜2)

ナ ミヘ ビ 科Colubridae

アカガエル科Ranidae

3.サ キシマヌマガエル

Raηasρ.(図 版C)

日本固有種

(皿一6石 垣 島浜崎町1)

6.サ キ シ マ マ ダ ラ

D酌odoηruわzoηa如m帆 〆a'"(図 版E)

日本 固 有 亜 種

道 沿 い の コ ン ク リ ー トブ ロ ッ ク の 下 に て 確 認 し

た 。

(皿 一3西 表 島 美 原1)

皿.爬 虫 類

爬 虫 綱Reptilia

有 鱗 目Squamata

ヤ モ リ科Gekkonidae

1.ホ オ グ ロ ヤ モ リ

Hemldaαy'μs〃eηa加s(図 版D)

(皿 一1竹 富 島10以 上)(皿 一3西 表 島 船 浦4)

2.ミ ナ ミヤ モ リ

Ge歓o力oκoσeηslS(図 版E)

(皿 一2石 垣 島 名 蔵 ダ ム2)

メクラヘ ビ科Typhlopidae

7.ブ ラ ー ミニ メ ク ラ ヘ ビ

月amρ んoかρん'oρsbram1ηus(図 版H)

土 の 上 に 放 置 さ れ た コ ン ク リ ー トブ ロ ッ ク や 木 材

の 下 で 確 認 した 。

(皿 一2黒 島2)(皿 一4西 表 島 南 風 見 田1)

(皿 一5西 表 島 船 浦1)

クサ リヘ ビ科Viperidae

3.オ ガ サ ワ ラ ヤ モ リ

Leρ'dodac1γ'αS'α9αgr1S

み は ら し旅 館 内 で 発 見

(皿 一3西 表 島船 浦1)

トカ ゲ 科Scincidae

8.サ キシマハブ

"㎞e'esurμse'egaηs(図 版G)

日本固有種

土の下の木材の下で確認 した。動 きが遅 く逃げな

かった。

(皿一4西 表島南風見田1)

4.キ シ ノ ウ エ トカ ゲ

Eαmecesklsわ1ηouye'(図 版F-1、F-2)

準 絶 滅 危 惧 種(NT)

日本 固 有 種 国 指 定 の 天 然 記 念 物

畑 に 放 置 さ れ て い た 金 属 製 の 流 しの 下 で 、 調 査 の

度 に確 認 した 。

(皿 一3.4.5西 表 島船 浦1)

皿.鳥 類

コ ウ ノ ト リ 目Ciconiiformes

サ ギ 科Ardeidae

1.ア マ サ ギ

8αbα1cσs'bls

(皿 一1石 垣 島1)(皿 一3西 表 島 船 浦6)

(皿 一4西 表 島 豊 原 ～ 南 風 見 田5)(皿 一5西 表
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島4)(皿 一6石 垣港～石垣嵩田3)

2.ズ グ ロ ミ ゾ ゴ イ

Go侶acん'usme'aηo/oρ 畑s(図 版1)

(皿 一4西 表 島 豊 原 ～ 南 風 見 田2)

(皿一3西 表島船浦2)(皿 一4西 表島豊原～南

風見 田5)(皿 一5西 表島船浦7)(皿 一5西

表島マ リュ ドゥの滝周辺3)(皿 一6石 垣港～

石垣嵩田1)

ハヤ ブサ科Falconidae

3.リ ュ ウ キ ュ ウ ヨ シ ゴ イ

'xob1γC切SC1η ηamomeμS

(皿 一2黒 島1)

4.チ ュ ウ サ ギ

εgrefホa'耐 αmed'a

準 絶 滅 危 惧 種(NT)

(皿 一3西 表 島2)

5.ク ロ サ ギ

Egrefホasac旧(図 版J)

(皿 一2黒 島4)(皿 一5西 表 島 船 浦1)

6.ム ラ サ キ サ ギ

Ardeaρ αφ αrea

(皿 一3西 表 島1)

カ モ 目Anseriformes

カ モ 科Anatidae

7.カ ル ガ モ

Aηasρoec"0酌 γηC力a

(皿 一2石 垣 島 名 蔵 ダ ム3)

タ カ 目Falconiformes

タ カ 科Accipitridae

11.ハ ヤ ブ サ

月a/COρeregr'ηes

絶 滅 危 惧 種]1類(VU)

(皿 一5西 表 島船 浦1)

12.チ ョ ウゲ ン ボ ウ

Fa/CO々 ηηαηCαノαS

(皿 一3西 表 島1)(皿 一4

田1)

西表島豊原～南風見

ツ ル 目Galliformes

ク イ ナ 科Rallidae

13.シ ロ ハ ラ ク イ ナ

Amaσrom'Sρ 力oeη'CαrαS

(皿 一1竹 富 島1)(皿 一5 西表島船浦4)

チ ド リ 目Charadriiformes

シ ギ 科Scolopacidae

14.ダ イ ゼ ン

P'乙川〆1a〃ssq乙1aホaro'a

(皿 一2黒 島3)

チ ド リ科Charadriidae

8.ミ サ ゴ

Paηd'oη わa〃ae加s(図 版K)

(皿 一4西 表 島豊 原 ～ 南 風 見 田2)

15.ム ナ グ ロ

P'σγ'a〃s加'va(図 版M)

(皿 一2黒 島1)

9.サ シバ

8〃オaSfα'ノηd'C{ノS

(皿 一2石 垣 島3)(皿 一2黒 島1)(皿 一4

西 表 島 豊 原 ～ 南 風 見 田3)

16.イ ソ シ ギ

Ac副s妙 ρo'eαcσs(図 版N)

(皿 一3西 表 島船 浦1)

10.カ ン ム リ ワ シ

Sρ〃om'scんeelaρ 釧ρ'exμs(図 版L)

絶 滅 危 惧 種IA類(CR)
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ハ ト目Columbiformes

ハ ト科Columbidae

17.リ ュ ウ キ ュ ウ キ ジ バ ト

S〃eρ めρe胎o〃eη オa〃ss々mρsoη'(図 版0)

(皿 一2黒 島6)(皿 一3西 表 島5)(皿 一4西 表

島 豊 原 ～ 南 風 見 田14)(皿 一5西 表 島船 浦4)

18.チ ュ ウ ダ イ ズ ア カ ア オ バ ト

Sρ力eημrαsformosamed'ox'mαs

(皿 一3西 表 島古 見1)

19.カ ワ ラバ ト

Coノαmba〃v'a

(皿 一4西 表 島 豊 原 ～ 南 風 見 田2)

フ ク ロ ウ 目Strigiformes

フ ク ロ ウ 科Strigidae

20.リ ュ ウ キ ュ ウ コ ノ ハ ズ ク

0`μse'egaηs

(皿 一5西 表 島船 浦3)

21.リ ュ ウ キ ュ ウ ア オ バ ズ ク

A〃ηoxscα オα'aホaオoオogo

(皿 一5西 表 島船 浦1)

ブ ッ ポ ソ ウ 目Coraciiformes

カ ワ セ ミ科Alcedinidae

22.カ ワ セ ミ

メVcedoaオ 酌'S

(皿 一5西 表 島 マ リ ュ ドゥ の 滝 周 辺1)

ス ズ メ 目Passeriformes

ツ バ メ 琴斗Hirundinidae

23.ツ バ メ

H'πノηdoホa17'f'ca

(皿 一1竹 富 島5)(皿 一3西 表 島4)(皿 一4

西 表 島 豊 原 ～ 南 風 見 田21)

24.リ ュ ウ キ ュ ウ ツ バ メ

1イ'rαηdoホa17'訂ca

(皿 一3西 表 島12)(皿 一5西 表 島 船 浦2)

セ キ レ イ 科Motacllidae

25.キ セ キ レ イ

Moホac〃'ac'ηe'ea(図 版P)

(皿 一3西 表 島 船 浦2)(皿 一4西 表 島 船 浦3)

(皿 一4西 表 島 豊 原 ～ 南 風 見 田4)(皿 一5西 表

島 船 浦4)

26.バ ク セ キ レ イ

ル70ホac'〃aa'ba'己 ノgens

(皿 一2黒 島1)(皿 一2石 垣 島 名 蔵 ダ ム1)

27.ビ ン ズ イ

Aη オわ{ノs力o(喀soη'わodgsoη ノ

(皿 一4西 表 島 豊 原 ～ 南 風 見 田5)

サ ン シ ョ ウ ク イ 科Campeohagidae

28.リ ュ ウ キ ュ ウ サ ン シ ョ ウ ク イ

Per/CrOCO如Sd'γar1Caオ αSオeg'mae

(III-5西 表 島 船 浦2)(皿 一5西 表 島 マ リ ュ

ドゥの 滝 周 辺1)

ヒ ヨ ド リ科Pycnonotidae

29.イ シ ガ キ ヒ ヨ ド リ

Hyρs'ρeオesamaαroがssfeゾ ηege〃(図 版Q)

(皿 一1竹 富 島1)(皿 一2黒 島12)(皿 一2石

垣 島 名 蔵 ダ ム4)(皿 一4石 垣 島6)(皿 一4西

表 島 豊 原 ～ 南 風 見 田19)(皿 一5西 表 島 船 浦

16)(皿 一5西 表 島 マ リュ ド ゥの 滝 周 辺9)(皿 一

6石 垣 港 ～ 石 垣 嵩 田1)

モ ズ 科Laniidae

30.オ オ モ ズ

ムaη'αsexcαb'オor(図 版R)

(皿 一5西 表 島1)

ツ グ ミ科Turdidae

31.ジ ョ ウ ビ タ キ

P170eη'c乙」π1saσrore乙1s

(皿 一4石 垣 島1)(皿 一4西 表 島 豊 原 ～ 南 風 見

田18)
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32.イ ソ ヒ ヨ ド リ

Moη ε'co'aso〃 ホarles(図 版S)

(皿 一2黒 島1)(皿 一2石 垣 港 ～ 石 垣 嵩 田2)

表 島船浦5)(皿 一4西 表島船浦

西表島船浦25)

16)(皿 一5

ハ タオ リ ドリ科Ploceidae

33.ト ラ ツ グ ミ

Zoo加eradaμma(図 版T)

(皿 一2黒 島1)

34.シ ロ ハ ラ

τσrdαsρa〃'dαs

(皿 一1石 垣 島1)(皿 一1竹 富 島3)(皿 一2

黒 島24)(皿 一3西 表 島 西 表 島 船 浦6)(皿 一4

西 表 島 豊 原 ～ 南 風 見 田18)(皿 一5西 表 島 船

浦13)(皿 一6石 垣 港 ～ 石 垣 嵩 田1)

35.ツ グ ミ

τ{〃dαsηaμmaη η'

(皿 一2黒 島13)(皿 一3西 表 島1)(皿 一4西

表 島12)(皿 一5西 表 島 船 浦2)

ウグイス科Sylviidae

40.ス ズ メ

Passermoη ホaημS

(皿 一2黒 島86)(皿 一6 石垣港～石垣嵩 田2)

カ ラ ス 科Corvidae

41.オ サ ハ シ ブ トガ ラ ス

Co'田smacm酌 γηcんososa'(図 版W)

(皿 一1竹 富 島36)(皿 一2黒 島76)(皿 一3

西 表 島 船 浦33)(皿 一4石 垣 島12)(皿 一4西

表 島 豊 原 ～ 南 風 見 田96)(皿 一5西 表 島 船 浦

18)(皿 一5西 表 島 マ リ ュ ド ゥ の 滝 周 辺13)

(皿 一6石 垣 港 ～ 石 垣 嵩 田6)

キ ジ 目Galliformes

キ ジ 科Phasianidae

36.ウ グ イ ス の1亜 種

Ceオ オ'ad斥)力oηesubsp.

(皿 一1竹 富 島1)(皿 一2黒 島4)(皿 一5西

表 島 船 浦2)

42.イ ン ドク ジ ャ ク

Payocr'sホa加s(図 版X)

(皿 一2黒 島14)

】V.哺 乳 類

37.セ ッカ

C/sオ1co/a1{ノηc'd's

(皿 一2黒 島5)(皿 一3西 表 島4)(皿 一4西

表 島 豊 原 ～ 南 風 見 田5)(皿 一5西 表 島 船 浦1)

シジ ュウカラ科Paridae

38.イ シ ガ キ シ ジ ュ ウ カ ラ

Parμsma/orη4g〃'orls(図 版U)

(皿 一3西 表 島 船 浦1)(皿 一4石 垣 島3)(皿 一

5西 表 島 マ リ ュ ド ゥ の 滝 周 辺3)(皿 一6西 表

島 船 浦2)

メ ジ ロ 科Zosteropidae

39.リ ュ ウ キ ュ ウ メ ジ ロ

Zosオeroρslaρoη'cαs'oocわooeηs后(図 版V)

(皿 一2黒 島5)(皿 一3西 表 島12)(皿 一4西

哺 乳 綱MammaI

偶 蹄 目ArtiodactyIa

イ ノ シ シ 科Suidae

1.リ ュウキュウイノシシSS加k'αaη σs(図 版

Y)

日本産亜種

(皿一4西 表島船浦 足跡lex)

翼 手 目Chiroptera

オ オ コ ウ モ リ科Pteropodidae

2.ヤ エ ヤ マ オ オ コ ウ モ リPオeroρ σsdasγma〃 αs

γayeyamae(図 版Z)

亜 種

(皿 一3西 表 島 船 浦1ex)(皿 一4西 表 島 南 風 見

田1)(皿 一5西 表 島 船 浦1)
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4.考 察

①両生類 ・爬虫類

今回の調査では、天候に恵 まれず に晴れた日が

1日 しかな く(表1)、 爬 虫類や両生類の調査 に不

向 きであったが、それで も沖縄県の天然記念物の

キシノウエ トカゲ、前回の沖縄県八重山諸島の調

査(桑 原他、2011)9)で は見 られなか ったサキシ

ママダラやブラー ミニメクラヘ ビ等のヘ ビ類 など

記録 された。 また、今 回は気温 もあま り高 くな

か ったためか(表1)、 サ キシママ ダラやサキシ

マハ ブ、キシノウエ トカゲなどは発見時ほとんど

動かないか、動 きが鈍かった。

晴れた日に行った白浜の調査では日光浴をする

サキシマカナヘ ビが見 られるなど今回の調査では

爬虫類が温度 によってかな り行動を制限されてい

るかが分かった。

また、温度が低いにもかかわらず、 ヒメアマガ

エルの産卵やヤエヤマアオガエルの鳴 き声が観察

されたことより両生類 にはあ まり温度は関係 ない

ように思われた。

今回の調査では固有種 が多 く確認 されたが、外

来種 も何種 か確認 された。今後 も継続的に調査 を

して、外来種の増減や固有種に対する影響をモニ

タリング し、保全対策 を考 える必要がある。

亜種であった。

西表島の南風見田では、昼間にヤエヤマオオコ

ウモリを1個 体確認 した。また、西表島船浦での

夜間調査で、ヤエヤマオオコウモ リを2個 体確認

した。1個 体が、道沿いの木に とまってお り、比

較的見つけやすい場所 にいた。懐中電灯で明る く

照 らす と、顔 を後 ろに向ける個体がいた。夜間に

確 認 した1個 体 は、 しば らくこち らを窺 ってお

り、す ぐに飛 んで逃げることはなかった。

リュウキュウイノシシの足跡(畑 を掘 り返 した

跡)は 、西表島の船浦 にある畑で確認 した。イノ

シシを含め動物の捕獲等は原則禁止 になっている

特別保護地区 を除 き11)、西表島では イノシシの

狩猟が行 われてお り、イノシシ肉が商品価値 をも

つ。持続的な狩猟が行 われるために も、自然 と人

間生活 との共存を考えてい く必要がある。

5.謝 辞

本調査 を行 うにあた り、西表 島に滞在 中にお世

話になった 「みはらし旅館」の方々、英文作成に

協力 して頂いた新倉早紀氏、八重山諸島の地図 を

提供 していただいた桑原 崇氏、 これ らの方々に

心 より深 く感謝 します。

6.要 旨

②鳥類

今 回の調査で は、以前の調査で も確認 された、

シロハラクイナやカンムリワシを初め とする複数

の絶滅危惧種 を記録す るこ とがで きた10)。 これ

らの絶滅危惧種 の中には、国内においては八重山

諸島のみに生息す るものがいる。そういった種 を

どのようにして保全 してい くかは今後の重要 な課

題 となりうる。また、 ロー ドキルによって死亡す

る動物が居る一方、田畑を利用 して餌を得る動物

もいる。課題解決のためには、人間生活 と鳥類保

全をどのようにして調和 させてい くかが求められ

る。 さらに、在 来亜種 についても考慮 しなければ

いけない。絶滅危惧種の保全は重要であるが、そ

のために在来亜種が影響を受けないような配慮 も

必要である。それらのバランスを見極めるために

も、継続 した調査 とデータの収集が必要 となる。

③哺乳類

今回の調査で哺乳類2種 を確認したがどちらも

2011年3月1日 ～3月6日 に沖縄県八 重 山諸

島(石 垣 島、西表島、竹富島、黒島)に おいて近

畿大学農学部里山修復 プロジェク トの生態調査班

の両生爬虫類班、鳥類班、哺乳類班 を中心 とする

メンバーによって調査 を行 った。今 回の調査では

両生類3科3種 、爬 虫類6科8種 、鳥類22科42

種 、哺乳類2科2種 が確認 された。その中には沖

縄県の天然記念物 に指定 されているキシノウエ ト

カゲや カンム リワシ、1971年 以降琉球列 島で記

録 されだ したオガサワラヤモ リや人為的分布 とさ

れるブラーミニメクラヘ ビなどが記録 された。
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付 表1.前 回(2010年)と 今 回(2011年)で 記録 され た両生 類 ・爬 虫類

○:確 認 :確 認 され ず

和名 2010年3月 2011年3月

オ オ ヒキ ガエ ル

ヤエ ヤマ ハ ラブチ ガエ ル

ヤエ ヤマ ア オガエ ル

ア イ フイ ンガー ガエル

サ キシマ ヌマ ガエ ル

ヒメアマ ガエ ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヤエ ヤマ セマ ルハ コガメ

ヤエ ヤマ イ シガ メ

ホ オグ ロヤモ リ

ミナ ミヤ モ リ

オ ガサ ワラヤ モ リ

サ キシマ キ ノボ リ トカゲ

イ シガキ トカゲ

キ シノ ウエ トカゲ

サ キシマ スベ トカゲ

サ キシマ カ ナヘ ビ

サ キシマ マ ダラ

ブ ラー ミニ メク ラヘ ビ

サ キシマ ハ ブ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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付表2.前 回(2010年)と 今 回(2011年)で 記録 され た鳥類

○:確 認 :確 認 され ず

和名 2010年3月 2011年3月

カ イツ ブ リ

アマ サギ

チ ュウサ ギ

コサ ギ

ク ロサギ

ム ラサ キサ ギ

ズ グロ ミゾ ゴイ

リュウ キュ ウ ヨシ ゴイ

カル ガモ

キ ンク ロバ ジロ

スズ ガモ

ミサ ゴ

サ シバ

カ ンム リワ シ

ハ ヤ ブサ

チ ョウゲ ンボ ウ

シ ロハ ラク イナ

バ ン

ダ イゼ ン

ムナ グ ロ

ツル シギ

キ アシ シギ

イ ソシギ

チ ュウ シ ャクシギ

タシギの 一種

セ イ タカシ ギ

リュウ キュ ウキ ジバ ト

チ ュウ ダイズ ア カァ オバ ト

カ ワラバ ト

リュウ キュ ウ コノハ ズ ク

リュウ キュ ウア オバズ ク

カ ワセ ミ

ツバ メ

リュウ キュ ウッバ メ

バ クセ キ レイ

キセ キ レイ

ビンズ イ

リュウ キュ ウサ ンシ ョウクイ

イ シガ キ ヒヨ ドリ

シマ カマ モズ

オ オモ ズ

ア カ ヒゲ の一種

ジ ョウ ビ タキ

イ ソ ヒヨ ドリ

トラツ グ ミ

ツ グ ミ

ン ロバ フ

ウ グイス の一亜 種

セ ッカ

リュウ キュ ウキ ビ タキ

ムギ マ キ

イ シガ キシ ジュ ウカ ラ

リュウ キュ ウメ ジロ

スズ メ

ハ シボ ソガ ラス

オサ ハ シブ トガ ラス

イ ン ドハ ッカ

イ ン ドクジ ャク

○

○

○

○

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

○

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

○

○

○

○

○

0

0

○

○

○

○

○

○

0

0

0

○

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0




